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一 般演題 XV 装 置（135～143）

135．Double・hole・honeycomb・collimatorの試作
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　Scanningにあたって，　collimatorの指向する立体角

山に含まれる臓器からのガンマ線はすべてcrista1に入

るため，collimatorの焦点上にRIのuptakeのない部

分があってもscintigram上でcontrastの低下をきたす．

したがって，　できるだけcollimatorの解像力を向上さ

せることが必要である．しかし解像力向上のため感度低

下をきたした場合には，noiseの影響が大きくなり，見

にくいscintigramとなる．われわれは感度と解像力と

の両方をある程度同時に満足させる　collimatorを試作

したので報告する．　まず従来の37holes－honeycomb－

collimatorの各holeに1mm厚さの鉛板を巾央に入れ，

各holeがちょうど半円になるようにした．このとき，

鉛板をcollimatorのrl　i心から放射状に各hol3に入れる

場合と，同心円状に入れる場合とがある．放射状に配列

した場合は，それほど脾像力の向Lをみなかったが，同

心円状に配列した」合には，鉛板を入れないものにくら

べてO．21ines／cmぐらいの解像ノ」の向上をみた．

　つぎに従来のhoueycomb－collimatorの各holeの巾

に，そのholeの直径のi／3の直径を持つ鉛筒を入れたも

のをつくった．各holeが2重になっているのでこれを

double－hole－houeycomb－cllimatorと名づけた．またこ

の鉛筒には1mmの巳さを持たせ，さらに鉛筒の焦点を

colli皿atorの焦点に合わせた．こうすることによって，

鉛筒を通りぬけるガンマ線もあるが，鉛筒を入れてない

collimatorのpenumbraを1／3にすることができた，感差

低下は著しくないようであった．crista1面でholeの直

径が1．5cmの2holesを用いて行なった基礎実験では，

焦点面上で点線源（1311）によるresponseが，　double－

holeにしたものと，そうでないものでは，半値幅でそれ

ぞれ1．6cmと2．4cmであった．今回試作したdoble－

hole－houeycomb－collimatorは3　inchφのcrista1に用

いる19holesのものである．

136．可変焦点コリメーターについて
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　長焦点のアイソトーブスキャン用コリメーターの鉛シ

ー ルドを水平方向に輪切りにし，各鉛板の間にすきまを

つくり，鉛板相互をパンタグラフで等間隔に保って上下

させると鉛板間のギャップが均等に変化し，コリメータ

ー は伸縮し，焦点が連続的に移動する．

　今回は99mTc旧として鉛板の厚さを5mmとし，鉛

板は4枚とした．各鉛板は3コのパンタグラフで支持し，

上下伸縮は，ネジをコリメーターの外輪につけて回転さ

せた．ネジは最下鉛板を支えるリングにつけた．リング

の回転には周囲に6コの突起をもうけて回しやすくした．

鉛板の中央部には91の孔を有し，孔径は上面で6．Ommφ，

下面では4．4mmφとした，焦点は10．5cmから20cm

まで連続的に移動した．

　本装置を島津製の3インチNaI（T1）結品つきスキャ

ナーに装亘して99mTcのラインソース3mmφ×60c皿を

川いて感度と解像力とについて焦点を変化させつつテス

トした．（IAEA方式による）

　空巾でF＝10．5cmのとき，122cpm／μCi，　F＝20cmで

42com／μCiとなり，最大半値幅はF＝11cmで21mm，

F＝20cmでは25mmとなった．これらのlll問にある焦

点については，これらの値の間の値を示した．

　前に試作した37孔，鉛板6枚の場合1311のラインソ

ー スを川いてテストした結果に比し，半値輻は2倍とな

ったが焦点の移動範囲は大である．なお鉛板を5枚とし，

焦点の移動も大きくなるような設計をもとに試作してい

るのでその性能も発表する，

　口J変焦点コリメーターは，焦点の異なるコリメーター

を多く用意しなくてもよいので交換の手間がはぶける．

量産によりコストも下るはずである．
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